
　私たちは，日
ひ

頃
ごろ

，少しぐらい変わった出来事が起きても，それを

異
い

常
じょう

なこととは考えない傾
けい

向
こう

があります。このことは，災害が起こっ

たときにもあてはまります。たとえ大きな災害があっても、人間の

心は「このくらいは大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だろう。」と考えてしまいがちなのです。

このような心の動きを理解し，いざというときにどう行動すればよ

いかを考えておくことが大切です。

　Ａ石油工場に勤
つと

めている方からの情報です。できるだけ多くの方
に伝えてください。地震による石油工場の爆

ばく

発
はつ

により，有害な物質
が雲などに付

ふ

着
ちゃく

し雨などといっしょに降
ふ

るので外出の際
さい

には「傘
かさ

」か
「カッパ」などを持ち歩き，体に雨が付着しないようにしてください。
　このメールを転送してみなさんに知らせてください。ご協力よ
ろしくお願いします。

　「大きな地
じ

震
しん

が起こって，あなた
の住んでいる場所に大津

つ

波
なみ

がやって
くるという情

じょう

報
ほう

が流れたらどのよ
うに行動しますか」と聞かれれば，
だれでも真っ先に「避難する」と答
えるでしょう。
　しかし，東日本大震災のときも，
過去に起こった大きな地震のとき
も，次のような考えから，すぐに避難しなかった人がいます。
●自分がいる場所は危

き

険
けん

ではないだろう。
●以前に警

けい

報
ほう

が出たときも大きな津波は来なかったから大丈夫だ。
●地震でちらかったものを片づけてしまいたい。
●様子を見てから避難しても大丈夫だ。

　災害時には，困
こま

っている人が必要な情報を求めたり，困っ
ている人を助けようとしたりして，様々な情報が流れます。
　次の文章は，東日本大震災の直後に，多くの人々に流れ
たメールの内容です。（一部を変えています）

　事実とちがう「チェーンメール」（受け取った文章の転送を求める
メール）を多くの人が転送してしまうと，その結果大切な情報が流れ
にくくなってしまいます。
　しかし，実

じっ

際
さい

には，多くの人が不安な気持ちから，このメールを家
族や知り合いに転送してしまいました。

　私たちは大きな災害が起こったときも，「大変だ」と思わずに，「こ
のくらい大丈夫」「自分だけは大丈夫」と思って，心を安定させよう
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■直後にすぐ避難した

■何かをしてから避難した

■何かをしている間に津波が
　せまってきた

■避難していない
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自分だけは大丈夫…これくらいは普通だ…

前回大丈夫だったから
今回も…

みんなといっしょだから
大丈夫…

ふ つう

○�災害時に流れる様々な情報とどのように向き合えばよいのか，話し
合ってみましょう。

とすることがあります。このような人間の心の動きは，いざというと
きの素

す

早
ばや

い避難行動のさまたげになります。
　逆

ぎゃく

に，「みんなといっしょに行動したい」という気持ちも働くこと
を考えると，だれかがまず率

そっ

先
せん

して避難すれば，みんなが避難できる
とも言えます。
　災害時に働く人間の心の動きを理

り

解
かい

し，自分がどのように行動しな
ければならないかを考えておくことが大切です。

考えよう？
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